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１．適用範囲 

本規格は、自動車の低圧回路に使用するＳタイプコネクタについて規定する。 

 

２．種類、部品符号、品番及び適用電線サイズ。 

次頁の表－１及び２のとおりとする。 

 

１）端子 

表－１ 

区 分 符 号 品  番 電 線 サ イ ズ 備 考 

オス 

ＳＭ 
７１１４－１２３０ ＡＶ（Ｓ） ０.３ ～０.５

(TIN PLATING) 
    －１２３１ ＡＶ（Ｓ） ０.８５～２.０

ＳＭ－ＡＵ 
７１１４－１２３０－０８ ＡＶ（Ｓ） ０.３ ～０.５

(GOLD PLATING) 
    －１２３１－０８ ＡＶ（Ｓ） ０.８５～２.０

ＳＭ－Ｈ 
７１１４－１２３８ ＡＶ（Ｓ） ０.３ ～０.５ Ｓヘビー 

(TIN PLATING)     －１２３９ ＡＶ（Ｓ） ０.８５～２.０

メス 

ＳＦ 
７１１６－１２３０ ＡＶ（Ｓ） ０.３ ～０.５

(TIN PLATING) 
    －１２３１ ＡＶ（Ｓ） ０.８５～２.０

ＳＦ－ＡＵ 
７１１６－１２３０－０８ ＡＶ（Ｓ） ０.３ ～０.５

(GOLD PLATING) 
    －１２３１－０８ ＡＶ（Ｓ） ０.８５～２.０

ＳＦ－Ｈ 
７１１６－１３４２ ＡＶ（Ｓ） ０.３ ～０.５ Ｓヘビー 

(TIN PLATING)     －１３４３ ＡＶ（Ｓ） ０.８５～２.０

 

２）ハウジング及びリヤホルダ 

表－２ 

オスハウジング メスハウジング 

符 号 ハウジング品番 リヤホルダ品番 符 号 ハウジング品番 リヤホルダ品番

S01MW 7122-1610 7157-6010-70 S01FW 7123-1610 オスと共用 

S01ML -1619-90 -6010-90 S01FL -1619-90 ↑  

S02MW -1620 -6020-70 S02FW -1620 ↑  

S02ML -1629-90 -6022-90 S02FL -1629-90 7157-6023-90

   ↑  ↑ -6025-90

S02ML-B -1629-30 -6022-30 S02FL-B -1629-30    -6023-30

S02MB -1623-30 -6024 S02FB -1623-30 オスと共用 

S02MG -1626-60 -6027-50 S02FG -1626-60 オスと共用 

   S02FGY -1624-40    -6029-30

S03MW -1630 -6030-70 S03FW -1630 ↑  

S03ML -1639-90 -6032-90 S03FL -1639-90 7157-6033-90
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オスハウジング メスハウジング 

符 号 ハウジング品番 リヤホルダ品番 符 号 ハウジング品番 リヤホルダ品番

S04MW -1640 -6040-70 S04FW -1640  オスと共用

   S04FW-OR -1640-50   -6040-70 

S04ML -1649-90 -6242-90 S04FL -1649-90 ↑  

S06MW 7122-1660 7157-6060-70 S06FW 7123-1660 オスと共用 

S06ML -1669-90 -6062-90 S06FL -1669-90 7157-6063-90

S08MW -1680 -6080-70 S08FW -1680 ↑  

S08ML -1689-90 -6082-90 S08FL -1689-90 7157-6083-90

   S08FL-Z -1689-30    -6184-90

S08MB -1683-30 -6084 S08FB -1683-30 -6085 

S08MB-P -1687-30 -6084 S08FB -1683-30 -6085-20

S08MB-P-Y -1687-30 -6084    

S10MW -1700 -6100-70 S10FW -1700 -6101-70

S10ML -1709-90 -6102-90 S10FL -1709-90 -6103-90

   S10FL-G -1709-60 -6103-90

   S10FL-BR    -1709-80 -6103-90

S12ML -1729-90 -6122-90 S12FL -1729-90 -6123-90

S16ML -1769-90 -6162-90 S16FL -1769-90 -6163-90

S16MBR -1761-80 -6166-80 S16FBR -1761-80 -6167-80

 

３．用語の説明 

用語の意味は、この規格に付随する解説書及び「Ｓタイプコネクタ取扱説明書」を参照のこと。 
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４．符号の説明 

例－１）端子 

Ｓ   Ｍ   （－Ｈ） －   ＡＵ    

 

 

       タイプを表す                         めっき種類 

         錫めっき：符号無し 

          オス、メスの区分           金めっき：ＡＵ 

           オス：Ｍ 

           メス：Ｆ 

 

                 ヘビータイプを表す 

          （ノーマルタイプ：符号無し） 

例－２）ハウジング 

Ｓ  ０４  Ｆ  Ｗ－ＯＲ － （Ｐ） 

 

 

       タイプを表す                  パネルロック付 

 

           極数を表す        

 

            オス、メス区分 

             オス：Ｍ 

             メス：Ｆ 

 

                  ハウジング色 

 Ｗ ：ナチュラル 

 Ｂ ： 黒 

ＧＹ：グレー 

                 ＯＲ（Ｗ-ＯＲ）：オレンジ 

 Ｇ ：グリーン 

 Ｙ ：イエロー 

ＢＲ：ブラウン 

 Ｌ ：ブルー 

 

５．構造及び材質 

構造及び材質は、各部品図面の通りとする。 

 

６．取扱いについて 

Ｓタイプコネクタ取扱説明書参照のこと。 

 

７．品質及び性能 

コネクタの品質及び性能は、第８項に定める試験を行った時、表－３の通りとする。 
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基本性能 

表－３ 

Ｎo. 項 目 性   能 試験方法 

７－１ 外 観 
有害な亀裂、ガタ、キズ、変形、変色等 

ないこと。 
８－１ 

７－２ 電圧降下 
初 期     ： ３mV/A 以下 

耐久試験後    ： ６mV/A 以下 
８－２ 

７－３ 端子離脱力 
ノーマル       ： １.４７～５.８８Ｎ 

ヘビー         ： ５.９～１１.８Ｎ 
８－３ 

７－４ 電線固着力 表－４による ８－４ 

７－５ 漏洩電流 初 期     ： １０μＡ以下 ８－５ 

７－６ 絶縁抵抗 初 期     ： １００ＭΩ以上 ８－６ 

７－７ 耐 電 圧 ＡＣ１０００Ｖ１分間の印加に耐えること。 ８－７ 

７－８ 温度上昇 

初期ノーマル：35℃以下 へビー：50℃以下 

耐久試験後ノーマル：40℃以下 

ヘビー：60℃以下 

使用時雰囲気温度 ： ６０℃以下 

８－８ 

７－９ 
コネクタ 

挿入離脱力 
表－５ 参照 ８－９ 

７－10 ロック強度 ９８Ｎ以上 ８－10 

７－11 端子保持力 ９８Ｎ以上 ８－11 

７－12 
パネルロック 

強度 
９８Ｎ以上 ８－12 

 

耐久環境性能 

Ｎo. 項 目 性   能 試験方法 

７－13 耐 熱 性 ７－２，７－４，７－８，７－1０，７－11 を満足する。 

８－２，８－４ 

８－８，８－1０

８－11，８－13 

７－1４ 耐 寒 性 ７－２，７－４，７－1０，７－11 を満足する。 

８－２，８－４ 

８－1０，８－11

８－14 
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表－４ 

端子に固着された電線のサイズ 

０.３sq ０.５sq ０.８５sq １.２５sq ２sq 

５８.８Ｎ以上 ８８.２Ｎ以上 １２７Ｎ以上 １６７Ｎ以上 ２４５Ｎ以上 

 

表－５ 

コネクタ 挿 入 力 離 脱 力 

 １Ｐ ５３.９Ｎ以下 挿入力と同じ 

 ２Ｐ ５８.８Ｎ以下（Ｗ  は７３.５Ｎ以下） 挿入力と同じ 

 ３Ｐ ６３.７Ｎ以下（Ｗ,Ｂは７７.４２Ｎ以下） 挿入力と同じ 

 ４Ｐ ６８.６Ｎ以下（Ｗ  は８２.３２Ｎ以下） 挿入力と同じ 

 ６Ｐ ７８.４Ｎ以下（Ｗ,Ｂは９０.１６Ｎ以下） 挿入力と同じ 

 ８Ｐ ８８.２Ｎ以下（Ｗ  は９８Ｎ以下） 挿入力と同じ 

１０Ｐ ９８Ｎ以下 挿入力と同じ 

１２Ｐ ９８Ｎ以下 挿入力と同じ 

１６Ｐ ９８Ｎ以下 挿入力と同じ 
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８．試験及び測定方法 

８－１）外観 

目視及び触感により行う。 

 

８－２）電圧降下 

コネクタ又は端子のオス・メスを嵌合した状態で第６表による電圧・電流にて通電し、

圧着部より、各２００mm 離れた点で電圧降下量が安定した後電圧降下を測定し、 

（第１図のＹ－Ｙ間）４００mm の電線抵抗分を差し引いて接触抵抗を算出する。 

 

表－６ 

順序 適 用 開放電圧 短絡電流 

１ 通常電流回路 １３＋１

－０
Ｖ １Ａ 

２ 最大電流回路 １３＋１

－０
Ｖ ８－８に示す電流値 

 

  １.２５mm２ １４.１mΩ/m ０.５mm２ ３２.５mΩ/m 

２mm２ ８.６７mΩ/m ０.８５mm２ ２０.５mΩ/m ０.３mm２ ４９.２mΩ/m 

・電線サイズと電気抵抗値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 

８－３）端子離脱力 

オス端子をメス端子に正規の嵌合位置まで挿入し、毎分２０mm の速度で離脱し、初回

の離脱力を測定する。さらに１０回挿入離脱を行い、同様の測定をする。 

 

８－４）電線固着力 

電線を圧着した端子を固定し、圧着部から５０～１００mm の位置より、電線を軸方向に

毎分約２００mm の速度で引っ張り、電線の破断又は圧着部から電線の引き抜けたときの

荷重を測定する。 

 

８－５）漏洩電流 

コネクタを嵌合した状態で、温度６０±５℃，湿度９０～９５％の恒温恒湿槽内に１時

間放置後、槽内に放置のまま、速やかに、隣接する端子相互間にＤＣ１３＋１

－０
Ｖを加え、

漏洩電流を測定する。 

 

ハウジング 

２００ ２００ 
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８－６）絶縁抵抗 

コネクタを嵌合した状態で隣接する端子相互間及び、端子とハウジング間（表面）をＤ

Ｃ５００Ｖの絶縁抵抗計で、絶縁抵抗を測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

       図－２                図－３ 

 

 

８－７）耐電圧 

コネクタを嵌合した状態で、隣接する端子相互間、及び端子とハウジング間（表面）に

商用周波数の交流電圧１０００Ｖを１分間加える。 

 

８－８）温度上昇 

全極の半分を直列に接続したコネクタを無風室にて下記の電流を通電し、飽和温度に達

した後、接触部付近の端子表面の温度を測定する。雰囲気温は、６０℃とする。 

電線サイズは下記とする。 

 

 

 

 

 

 

 

                     図－４ 

 

型 式 Ｓ Ｓ－Ｈ 

電 流（Ａ） １０ １５ 

電線サイズ（mm２） 
ＡＶＳ 

１.２５ 

ＡＶＳ 

１.２５ 

 

８－９）コネクタ挿入離脱力 

端子を組込んだハウジング、オス・メスを毎分約２０mm の速度で挿入力及び離脱力を測

定する。 

ハウジングロック機構は、挿入の際は作用させ、離脱の際は作用させずに行う。挿入力

測定時、ハウジングをホールドせずフリーの状態で軸方向に挿入のこと。 

 

８－10）ロック強度 

コネクタハウジングのオス・メスを嵌合し、ハウジングロックが作用した状態でハウジ

ングの一方を固定し、他方を軸方向に毎分約２０mm の一定速度で引っ張り、ロック機構

が離脱、又は破壊したときの荷重を測定する。 

 

全極の半数通電＝ 
 ○  ○

○  ○  

       ○＝通電 

コネクタ 
測定器 

下記の如く配線すること 

ハーフラップ ハーフラップ 

４５０ ４５０８０ ８０

コネクタ 
測定器 

ハウジング表面に 

金属箔を巻く 
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Ｆ２ Ｆ２ 

Ｆ１ Ｆ１ 

 

８－11）端子保持力 

ハウジングに電線を圧着した端子を組込み、ハウジングを固定し、圧着部より５０～ 

１００mm の位置より、電線を軸方向へ毎分約２００mm の一定速度で引っ張り、端子が

ハウジングから引抜けたときの荷重を測定する。 

板厚 0.8mm、面積 100x100mm 以上の鋼板を固定し、中央に所定の穴を設ける。 

 

８－12）パネルロック強度 

端子が全極組込まれたコネクタをオス・メス嵌合し、上記の穴に固定し、電線を軸方向

及び９０°傾いた方向に毎分約２０mm の速度で引っ張り、コネクタが離脱又は、破壊し

たときの荷重を測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

                       図－５ 

 

 

 

８－13）耐熱性 

コネクタを嵌合した状態で１００℃に保たれた恒温槽の中に２４時間放置し、その後 

取り出して、常温に戻るまで放置する。 

 

８－14）耐寒性 

コネクタを嵌合した状態で、－４０＋０ 

－１０
℃に保たれた恒温槽の中に、２４時間放置する。 
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「Ｓタイプコネクタ」の解説 

 

１．用語の意味 

１）Ｓタイプコネクタ 

小型（ＳＭＡＬＬ）の略で、タブサイズｔ０.８×Ｗ２.８を使用するコネクタ。 

 

２）端子 

端子とは、単体あるいはコネクタの構成部品として使用する電気的接触片をいう。 

 

３）ハウジング 

ハウジングとは、コネクタの構成部品として使用し、端子を収容するものをいう。 

 

４）リヤホルダ 

リヤホルダとは、端子をハウジングに挿入した後に、ハウジング後部より挿入し、端子の不

完全挿入を無くすために考案された部品で、プラスチックアームとリヤホルダで、端子がハ

ウジングへ二重係止されることで、端子保持力の強化にもなる。 

 

５）コネクタ 

コネクタとは、ハウジングに端子とリヤホルダをアッセンブリしたものをいう。 

 

２．特 徴 

本コネクタの設計で採用した、新機構・特徴について、概略を説明する。 

尚、詳細は、「Ｓタイプコネクタ取扱説明書」を参照のこと。 

 

１）ロック装置 

本コネクタは、慣性ロックを採用している。 

＜慣性ロック方式＞ 

オス・メスコネクタを嵌合するとき、ロックの反発力が、オス端子とメス端子が接触する直

前に零となり、作業者の力は、慣性力となってそのまま端子挿入力に代わり、コネクタの完

全嵌合が得られる。不完全嵌合状態ではオス・メスコネクタが離反、逸脱するように設計す

ることによって、逆に作業者の完全嵌合操作を促すと共に、完全嵌合状態ではじめてロック

されるようにすることにより、嵌合状態を係止確保し、常に完全な電気的接続を図ることが

目的である。 

（極数限定） 

 

２）端子二重係止機構（リヤホルダ方式） 

１－４）にも説明したが、ハウジングに端子を挿入した後、ハウジング後部からリヤホルダ

を装着することにより、端子の不完全挿入を無くし、確実な係止を得ることがこの方式の目

的である。プラスチックアームとリヤホルダによって端子が係止されるので、端子の保持力

強化にもなる。 
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              本製品規格は、発行先に対し連絡無しに 

 

              改訂する場合がありますので、御了承下さい。 
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